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第 章、および第 章は、実験的検討である。第 章においては、ペットボトル緑茶飲料
を対象として、色が製品の印象に与える影響について実験的検討を行った。研究 では、
ペットボトル緑茶飲料のパッケージカラーがその味の印象に与える影響について検討する















第 章では、全体的考察として、第 章および第 章の実験的検討において得られた結
果をまとめるとともに、本研究で得られた知見の応用的な意義と本研究の問題点および今
後の課題について考察した。














































評定者 　大学生 名（ ～ 歳）。
本章の内容は、齋藤・潮田・和田（ ）に加筆修正を加えたものである。


















いて色の主効果が有意であった（甘み χ ＜ 渋み χ
＜ まろやかさ χ ＜ 爽快感 χ ＜ うまみ
χ ＜ 味の濃さ χ ＜ 飲みやすさ χ













































甘み 渋み まろやかさ 爽快感 うまみ 味の濃さ 飲みやすさ
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評定者 　大学生、大学院生 名（ ～ 歳）、および一般 名（ ～ 歳）の計 名。




















































































評定者の算術平均を求めて（緑が 、橙が 、白が 、黄が 、茶が 、青が

































さ： ）が 人となり、同様に「濃さ」グループ（濃さ： 、飲みやすさ： 、甘




















































第 章 研究 －携帯電話を対象として－
はじめに

























評定者 　本研究に参加した評定者は大学生 名（男性 名、女性 名）であった。
このうち回答に不備のあった 名を除いた 名（男性 名、女性 名）のデータを
分析に用いた。なお、分析に用いた 名の年齢は ～ 歳であった。










タリック色の強い 色を排除した 色を用いることとした。使用色の 色
票番号を表 に示す。色の順序は冊子毎にランダムとした。評定者は、各ページの写真
を観察し、そこから受ける印象に関して評定することを求められた。評定項目は先行研究
（藤沢・土屋・高島・原田・長田 市原 木下・井上・酒井 仁科・田中・




















簡便に性格特性 因子を測定する尺度である。性格特性 因子は外向性（ ）、情緒不安





























（ ）シンプルな － 複雑な
（ ）可愛い － 可愛くない
（ ）かっこいい － かっこわるい
（ ）面白い － つまらない
（ ）女性的な － 男性的な
（ ）軽やかな － 重みのある
（ ）洋風な － 和風な
（ ）個性的な － 平凡な
（ ）あたたかい － つめたい
（ ）派手な － 地味な
（ ）機能的な － 機能的でない
（ ）活発な － おとなしい
（ ）カジュアルな － シックな
（ ）洗練された － 野暮ったい
（ ）好きな － 嫌いな
（ ）親しみやすい － 親しみにくい
（ ）大胆な － 繊細な

















発者である が報告した“活動性（ ）”、“力量性（ ）”、“評価性








































適合度を示す適合度指標の値は、 （ ） 、 （












































































































とから、 （ ）や が適合度指標として用いられること
























































































解析手順 　評定者数を 、対象（色）の数を 、尺度（形容詞対）の数を として、個
人 （ … ）の対象 （ … ）に対する形容詞 （ … ）と表す。なお分
析にあたり、仁科らの手続きに従い、データの前処理として各評定者の データ（ ）






＝ （ ＝ … ＝ … ）
＝ （ ＝ … ＝ … ）
＝
ここで は対象の因子数、 は尺度の因子数、 は縮約された対象（色）の因子スコア





た。具体的には、まず形容詞の因子負荷行列 と対象因子スコア行列 に 回転
を施し、因子の解釈を行った。その後、特徴行列 をクラスター分析することで評定者群
を分類した。ここでの解析にあたり、 モデルの有効なアルゴリズムとして提案さ
れている （ ）を実装する 相因子分析ソフトウェア
（ ）を用いた。











次に対象の 因子に関して、第 因子－第 因子次元、第 因子－第 因子次元、第









特徴行列 の平均行列と標準偏差（ ）の行列（行：対象、列：尺度）を表 に示




当であると判断された。各群の人数は、グループ が 名（男性 名、女性 名）、グ




各グループにおける特徴行列要素（ 行× 列）の平均を図 に示す。これによると、
行列要素（ ）や（ ）、（ ）、（ ）においてグループ間の値に比較的大きな開きが
みられ、これらの群間差がここでの分類を特徴づけている可能性が指摘できる。






































図 対象の空間配置（第 因子 第 因子）
図 対象の空間配置（第 因子 第 因子）
図 対象の空間配置（第 因子 第 因子）
表 モデルによる核行列要素の平均（標準偏差）












： ： ： すべて ）。
価値志向性尺度 つの価値項目の下位得点を従属変数とした分散分析の結果、「理論」、
「審美」、「宗教」、「社会」の 項目において、グループの主効果が有意であった（理
論 審美 宗教 社会

































































































































（ ）配色感情と ・ 性格検査との関係 日本色彩学会誌
）大川晶子・市川織恵： 緑茶を訴求するパッケージデザインはやっぱり“グリーンカ
















































図 研究 　質問用紙（各 色）
図 研究 　フェイスシート
図 研究 　質問用紙（ ）
図 研究 　質問用紙（ ）
付 録
図 研究 　フェイスシート（ スケールを含む）
図 研究 　質問用紙（各 色）
図 研究 　質問用紙（ 色選択）
図 研究 　質問用紙（ 尺度＜ ＞）
図 研究 　質問用紙（ 尺度＜ ＞）
図 研究 　質問用紙（価値志向性尺度＜ ＞）
図 研究 　質問用紙（価値志向性尺度＜ ＞）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齋藤牧子
